
奈良国立文化財研究所要項

l 事業概要

1 研究普及事業

公開講演会

(1) 1977年 5月21日 おí~4 1回公I) I J都演会

「文化財における自然科学の応!日」沢LlI 正IIg

「薬師寺金堂の楽削i如来像

一一J，lj造校法をめぐって一一J 111中 義恭

(2) 1977年11月19日 W42@1公i)fJ講演会

rJ也下j出IWの探査」 西村 Elt 

rj立断;f~~存と造l~d~f:J

現地説明会

1i:J京啓示

(1) 1977i]~ 6)=Jll日 平城宮Jfi二定第一次j:Vl1ii:院j也

区東北部発術調査現地説明会 土肥 孝

(2) 1977年10月8日 平城宮京院地区間辺部発J}，II

;U，'，j査現地説明会 光7干拓笑

(3) 1977年1 2月 1 9EI ~21 日 平城京左京三条二tJj

北官庭悶断、発抑制型OJV也説明会 1(LllfiU太郎

2 1977年度文部省科学研究費補助金による研究

(4) 1978年 1月21日 j燦係官大級殿院商齢跡発J}，TI

品1査現地説明会 W.DJ( 清!ifj

(5) 1978年 3 月 9 日 ~10 臼 薬師寺小子房 ・十字

廊 ({t殿〕断;発掘;iI.'.I1f.現地説明会菅原正明

(6) 1 9781r~ 3月23日 膝Jj}ti言内裏内郭東南部発抗TI

調査現地説明会 金 子 俗 之

平城宮跡資料館・覆屋公開

(1)春季特別公IJfJ 1977年 4 月 29 日 ~ 5 月 8 日

見学者 5，938名

.f:)¥手書付}JIJ公1m 1 97 711'. 1 0月 22 日 ~ll月 6 EI 

見学者 23，610名

(2) 見学者数

区分 | 資料館|滋民 I ~ I 
1977勺三 10，260 1 88.635 1 98.895 

以訂 1236.452 1 528.970 1 765..122 

機資料館は1970年度 ・波医は1968年度以降

侃 別|

特定例究 (1)

研究課巡j

治協の耳H政環境と劣化現象ならびに {~~lf処1]1!に閲する市f究

写~測Iïlによる lli造物の経グf..i!:化の研究

I陛下j立怖の株1正法のIJH発
ill跡にl対する1I'i羽1の前m.. ンλ テムの1占拠(I()研究

臼lキ!岱Iil仏の復元(I'~研究
三手先|持迭の変造にi刻する別査研究

わが悶古代における池袋物迭も::;(JI，.j院の考古学的研究

弥生H引にのi也成1生にl対する研究

木簡からみた伴令地方行政の研究

.il[1也分析よりみたi-81批紀土問i総生産組織の研究

i!iJ.l't時代末期土慌の制年的研究

民家訓!札の~.l'，l査研'先

日本先土慌"年代の防音1m子製石斧について

;百ir~こた製1:171 (})研究
一純文j切只啄111:1この例を'1"心とした生態学的研究-

l釘ffll七大寺における瓦の同?を|見l係と瓦工組織の研究

二とi!:-}:tJ'e成妓法の基礎的集成的研究

古代J也ブ1官術逃1，'1/の研究

U1flt .引!I:事におけるj悟史的混lJJ1の形成に以lする基Iil~研究
古{\::!lH':存変~過程の研究
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一 般研 究 仏)

一 般 研 究(日)

一 般研究に)

一 般 研 究(防

焚励研究仏 )

3 飛鳥資料館の運営

展 示

第一展示宅常設JF~ïï;

第二炭7i;、2トー 特別展示「日本i!if¥，:の誌誌」

(1977. 9 . 1 5~1977 .11. 6) 

限外展示資料館般地内石和111i"ii長

- 65-



ヨモ良国立文化財研究所年制i

普 及 iiij年同様インフォメーショ γノレーム

で観覧者の質問に応じている。また特別展示のカ

タログと して「日本Î~j' (にの甚乱;J を刊行。

入館者数 (19ii.4.1-1978.3.31 I別館日数302日〉

模造製作 鰐法:1寺観音苔滋:立像(東京国立|専物

f!P.・).}，成奈大村'1'])蔵総 (四天王寺).猿石(製造原

型).t前寺 ・il.IEB寺 ・紀寺・定林寺ftJL瓦(黒川717

文化研究所).111 m￥')'.Ii~仏，間It静=if骨蔵総( Iì\íJIII県

削除寺)

4 埋蔵文化財センターの研修・指導

研 修 i出:記文化財の保護に資することを目的

として，おもに地方公共団体の担!蔵文化財保護行

政担当者を対象に次の研修を笑施した。

(1) 113和52f手度思ii:N.Jえれニl!オ発侃妓術者専門研修

( j立跡~I/.I査課程)

1977年 5 月 9 日 ~ 5 月 28 日 (参加者13名)

(2) 113和52年度埋蔵文化財発抑技術者専門研修

(j出掛在理課程)

1977{1'-6 月 13 日 ~6 月 25 日 (参加者18名)

(3) 11目前2年度組成文化財発抗~i技術者一般研修

1 977年 7 月 25 日 ~8 月 27 日 (参加者18名〉

(4) 113和52年度思蔵文化財9tl~n肢体I者専門研修

(j立断、j立物写;f_r諜程)

1977i l三 9 月 26 日 ~10月 1 日 (参加者1 6名)

(5) 11日和52年度埋蔵文化IH91在抑伎術者T;IJ.門研修
(j立物保存科学課程)

1 977' 1二10月 17 日 ~10月 29 日 (参加者 1 2名)

(6) 昭和52年度組成文化財発掘技術者専門研修

(分布調査課程)

1977年11 月 11 日 ~11月 19 日 (参加者14名)
(7) 1113和52年度趨!紘文化財発抑伎術者専門研修

(j自跡保存』医師百課程)

1977年12月 15 日 ~12月 2 1 日 (参加者1 8名 ) ， 

(8) 1 1日和52i l~&忠政文化財発侃技術者特別研修
(特殊訓j査技術課税) '1 :' 1止以手~I調査の IliI題点

1978年 1 月 1 7 日 ~1 月 20 日 (参加者30名 )

(9) 1111和52年度埋蔵文化財9eJ"TI!支術者専門研修
(j立幼;il!lJl，J:il!I!程)

1978年 2 月 1 3EI~ 3 月 25 1:1 (参加者10名)

(1<) 研修員受入

金11'iJJヒ(ijiJ'i-国文化財研究所化工妓土補)

1977{F-7 月 27 日 ~ 9 月 12 日

(11) tl!.へい研究者

Franz Schubert (ドイツ考古学研究所ローマ

ヶツレマン研究部高等研究員)

1 978年 3 月 5 日 ~ 5 月 3 日

調査整備等指導
(本文および研究員t級協1肢の分は除く)

(北ilii:j益)新千歳空港盤的事業関連遺跡.!ill沖j立

跡，ウマクサj立幼;.間協ヨL埋没i立跡. (岩手)I但

後沢追跡.(栃木)下野|劃府跡.(br.111)ニッ塚j立

跡.(長好)Be:光王子所:tE追跡.(岐阜)羨it'!国分守i

(静岡)Jt事校市.h~\街跡. (変知〉大山廃寺跡，名古

屋以二之丸庭鴎. (三亙)北J前ii也追跡.(滋賀)絞

木原i立幼;.(京都)蛇塚市J:l't. 京都市高速鉄道烏

丸線内遺跡. (兵JilI)寺内i立以;.汁a主焼古楽，明

石滅植物関:ill設予定地，千本度廃寺跡. (奈良)

新沢千塚i!iJmrr.(和歌山)タタラJU跡，上秋体

銅鍔:u土追跡，O~; ;恨)タテチョウ j立助;， (1日JIII)

美('1'国分寺跡、~風古楽跡11下 . (}1，1::i)大宮j立跡，五、:

戸千軒IIIJj立跡， (111口)絞桜木郷遺跡. (香)11)絞

蚊図司庁跡. (岡市i])稲岡市地下がCDJT建設倒係

j立跡.(佐J'u金立丸山古JJtlI下.JIE1IIi閏J(.f跡，九

州側!fJr，:';j述l当ill}jIII道建設|民1lli!立跡. (ì'j曜日)首~n

妓跡.ìlf名喜1:1i西底原 1立~~;

埋蔵文化財ニュース刊行

t(~ 8号 1Ii:l和50年度立Il波文化l!~・|対係報告包一覧

1977年5月15日llJ

負í~ 9 号市町村史刊行の現況 1977~ 6月15日干1]

第10号市町村における以政文化財発掘調在等の

現況 1977年11月11日刊

第1H5 木簡調査の現状 1977il三12月13日刊

~rn2号 IIs和50年度埋政文化財関係記事掲;1;，¥(-覧

1978年1月10日刊

負l:n3~号古代家屋復原実態別交

1978{F-3月20日干1)

5 その他

委員会等

干減 .jl~ ， I.:tJ~JJf(宮跡部j任投ú1li指;1');委員会
1977年6月3日・4日 於平城宮跡資料館i

U~ 4回飛鳥資料館五E滋協議会

197打7"-年lo三5 月3但l日 1於六7飛i持~，“l

第3回木1簡町砂研f究』集J兵5会
1977年12月13日.14日 於平・域宮跡資料館i
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;，~H国立文化財研究所Ô]!_(lJi

外国出張

依藤氏{治 悦凶における古代仏教関係j立湖、及び

部j成法跡のJI.'，j1:i研究のため大仰ll!; II~へ派ill。

1977年5月29日~同年6月25日

7~，1'早!lJl '士 文部省ー在外研究日として辿合王国

アイルランド ・フランλ ・イクリアにilRill。

ヨーロァパにおける庇史的ml)1の (~~(-f:TWの

研究

19771'ド 8 月 29 1l~同年10月 28 1-1

協力事業等

文化庁では1971"f!交から特別j~跡藤原'~n'1)，の凶

イi化を進めており ，1972年度から当研究所が文化

パーから支:11，委任を受けて:n収事務を往lさiしている

が，1977年度の状況は下記のjillり

三三|間的 |脳人 制
552 ， 123 ， 63~門

H 図書及び資料

宅~n 163，025，'，'，;， (1977年度末現作:)

111 研究成果刊行物

1977年度 刊行物

名 羽i

':Mlltï~3 1 I1U 11~ ，1，:~ ' j即時(冶・発JIIj訓夜tl1t'111
îLMJj(宮西ブ'ï'I~f街

学科llH321ffi 研究論M~ JV

学科lt1133冊 イタリ ï' l-'部の一山保民族に t~( -)" る

民家訓悲報告

'1:料1~1341111 平城宮発御調査羽l{'iLX

~料trl 1 2 1111 I僚!京'広木Ili'i1 1苅版・解説

史料trll3!nJ rI*美術院彫刻等1卸H氾UJV

| 吋f<~ÍÁ13 111 1 11:;ド1i1にのるL誌

統制i 他 IIf併~J5 1 年度平城'，'; 1;発HJI~J!，I査慨骨i

、1':)]，配下f幼11:-1三木f!i'iUl'f首111

- 67ー

jijiní('á跡発品Ji~ð:l査概朝!7 

) I~X，~編fド~淀川5制 3

，'1":枕'&."111:1ニnAW-式-n
jlU迫資料館案内(炎文カタロ グ)

前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学科i

年度| 名

1 95~ I l:il 1 IIIJ 仏師迎脱の研究

昔日 21111 修学院関t1:'"のiU原的研究

19551tH 311日 文化史論彼

19561trl，11I1I 奈良11寺(I;:W/))}の研究

19571W 5 1111 )I~X，~寺発抑制査報告

19581trl 61111 '1'1止l廷闘文化史

tl171111 V\!福寺食1~発御;i1:1究報告
195θlta 81111 文化火論浪 H

trl91111 川})jt寺弘E倒訓資材H~'

拘:

1960 1m 10 1111 ・ド峨'広助:・伝飛鳥依佐官跡発拘i訓を報告

1961 1l:i111 1111 院家m誌の研究

19621第121111 巧1!f.'Zi:阿出J'陀仏-tJHs!
~1 1 31111 n搬造系健闘のiLJ自作j考祭

~l l -J IIII レ-;1..と金色合利椛にI)!lする研究

第151111 'V，)成宮先制品!.l*報告 11 '自街地域の測班

1 9G:~ Itn 161111 干減'I'~;発{阿部，jj'E報告 111 1)，災地域の訓夜

1 965 1 ~~ 17 I1 ll 'Il域'出発抑制1'E報告JV r~: 街地域の訓宅t

tH181111 小!lJlill州の作'11:
19671W19川 勝IJ江氏のL(;Nとその院家

19691W201l11 名物列のJii..If.

1 97 1 1 ~12 1 1111 研究論集 l

19731W，221111 研究論集H

197-1 l~a231 111 'I'， j成7~r発 llli ;il.\l主f.報告羽 、ド域J;~左京一条

三tJjの調査

t!)241ffi ~':j l l l-Plf!l叫!，l査報作一

19751t112511U 平以京左京三条二以j

t(J2611U 平城'出発i稲川査報告W

aη71111 )IH.~ ' il事/Jj('E:'9el¥lii'J1.lぞけ11{'11
m2811U 研究論集111

~l291111 木 137矢L~) I :-IIJJ~fi. fJI.l1f.朝i{';--

19ï6 1W301ll1 五純一Blf~訓去の氾録一

奈良国立文化財研究所史料

年度| 名 称

195'11江111111 間無阿弥陀仏作活iM~ (復製〉

19551W 21111 J国大王手官以手伝記集成

19631m 31111 仁和 寺 史 料 寺 誌編 1

19641W41111 俊*幼mìllil~料集成
19661UJ 51111 平J成主f木附 l 図版

1 9Gï l ~16 1111 仁和寺火料守誌編2

19691第511U '1").1#:'白木f!i'il 解説0)111111)
19701第71111 }， li'JB促寺~料 l



奈良国立文化財研究所年級

19741第 8111} 平波宮木簡2 図版 ・解説

|宮内 1111 日本美術院彫刻等修理記録 1

19751第10fll! 日本美術院彫刻等修理記録 H

19761第1111日 日本美術院彫刻等修理記録111

めt

飛鳥資料館図録

|年度! 名 称

|第 11111 飛鳥白鳳のrHt金銅仏

Itli 21111 飛鳥白瓜の在銘金鈎仏銘文w

W 機構 ・定員

機構の改正

1977年4月18日省令改正にft¥，、埋蔵文化財セン

ター研究指滋部に保存工学研究室新設。

定員

|航峨|行政一|行政ニ!日f究l隊I;jl 

1976年度 1 23 1 7 1 67 1 98 

19i7:!ド皮 1 1 23 1 I 68 1 99 

CWI只内訳)迎蔵文化財セ γター 2 

(滅只内訳〉平主主主f跡発抑刻'i1E利I 1 

V 予算 (19~~年度)

.成 11: 1，340，262，000門

人f!1: ']'1 337，790，000 

3虫を¥. ~'l 490，924，000 

フl~ 業管理 9，7.13，000 

一般研究 45，938，000 

特 別l研究 2，185，000 

発{自 :ilIJ 査 304，188，000 

宮島事3在日H管理 37，57'1， 000 

飛鳥資料館運営 46，378，000 

JlI[蔵文化財七 '/11一巡営 44，918，000 

応投資 511 ，5，18， 000 

施設経仰~~ 99，290，0ω 

平以宮跡地~~在 ltiii '1'l 108，660，000 

J各所修 緩 3，598，000 

不動産隣人質 300，000，000 

川 施設

土地 28.138 m' (当所所管)

.{f l~ 野 5.126r.i円1M院跡隊入 L687111 
成品資料館 16.902，，1 飛.r，~資料館出会 1.343111 
::sill組合 80，，1 

1.112.405.89 m' (文化庁所管)

平城宮跡地区 9u，I.365.3unl 
(1也 lζ奈良県先行]凪l~J也5 1 ， 057.526nlがある)

政1~1 'i!I跡地区 148，040.53，，1 

建物

迎 物|細野|出蹴11M 1 1|

1111 nll r.il nfl nl 
~I~ 務 ffr 1 797 1 1，8201 465 1 152 1 3，234 

倉JiU収絞lilI 191 5.882 1.118 -17，191 

司1 Jill 20 3631 120 941 597 

会議室 40 192 .121 274 

al~先 主主 109 891 198 

写真室 86 192 32 491 359 

展示室 360 -1 648 1.008 

1古屋 j良示!司l - 11，518 -1 1，518 

その他 200 4731 152 1.608 2.433 

旧重米要谷3文家1・化住財宅

U43 10.800 1.887 2.682 16.812 

198 
一一一ート一一一

ノZ合~ 計 17.010 

主要工事

( 1 ) 施設監v1li~'t

飛.r.~ñ依mr'g;跡発掘ilI~1iml

エアコンディ シヨナ- lr~設コてtJ';

1.149，730I'J 

)Ûq~収減)，11新I~以外工事

3.850.∞O 

11 ~G:気ユ二1J'; 500.000 

飛鳥資料館l定悶整陥工事 890.0∞ 
玉石設岸工事 1.050.000 

11 (史所土問土工事 5.600.0∞ 
H 屯気工事 1. 676.∞o 
H 機械設(i1/j工事 2.719.0∞

平城tE跡北盟屋内線型移設工事 378.000 

飛鳥資料館造図工事 1.384.∞o 
平波宮跡磁屋改修工事 6.760.000 

:<fL城宮跡北寝屋天井塗技工事 7.650，000 

jT~.r.~資料館便所!t]設迫力"工事 154.000 

第 4JIJZ~矧{グレーチング設ji'.t:UJ~ 130.∞o 
:;fl以往羽:汚水池I改修工事 5∞，∞o 
平城宮跡資料館波り廊下必良工事1.021.270 



奈良|司立文化財研究所'Jl_iJJ(

(2) 平城宮跡地~~;盤 úill1'l
1'1 

.if.波宮跡i"Ni水施設52年度工事 8.5∞.∞o 

l政水|全外l収十i工事 18.050 

11 ~1境強制日昭和52年度第 1 JPII'Iト

30，7∞，∞o 
W2WIT ・I~

65.5∞.0∞ 
11 i'j7J(浄化十月取設工事 3.941， 950 

(3) 辿設省近畿地方建設局委任工、I~

τ|寸法宮跡第 411見放Jdl新営 137.550，000 

¥，11 人事異動

(1977ir.4 J'I 1 Fl ~ 1978年 3)'131卜1) 

4)j 1円 奈良国立文化財研究所長に刃任

坪:11・ i，'i-).辻

古y，J[;市 小川 修三

3Ji.J成富湖、発抑制査部長に昇任

狩出f 久

x化Jr文化財保護i111}i!造物潔j乏に転任

鈴木次;台

J~I守主文化l!~七ソタ 一長に'ïl 任

江1，1， 捻

文部省にII:lI古] (九州大学教授文学・部~H

応九州文化史研究施設) rJli!l1 i:~;一

平成宮跡発御調査部計iJllJt華民訓査室長

に汗任 安J~I 砕示

文化庁文化財(~~渡部記念物波文化I!tみ1

'ji有に伝任 牛川宮ヨド

忠誠文化l!tセンター教務室長に}(.{:[:

lil;]本 m
文部省に I IH~IJ();(郎教Tf大学厚生謀長)

j悠111 修

平城'lh跡発侃調査;1iI~料調:tf.室長十二灯，

任Ii¥'WI11.i災

JI ~，I.'.~資料館庶務室長に}H壬

務 11 節之

JI~ .r.~Jf宇即位，跡発1~li訓究部主任研究官に

11.(T: 木下正史

庶務部庶務課[(C務係長に配iG:j災

111的 一同

11~ ~\'L 114 di研究i9i'に1111['](I，n:務;'';JIJ，(!:務課

人・l~係長) 井上政和l

H!:務部会よ|諜に転任 新，)1:脱治

文化庁にIlJlo](文化Jj'ぷ化財保il企部記

- 69一

念物語n ，:当瀬 ~ー

!ム~):!j大学にII¥I;'J(医学部附属病院医事

長~~) 1"l'j寸 1rol.!1

3主i'fll技官係JIJ 中村友時

~lq0fílì !!i:員採Jfl 藤本きょぇ

高木 |事チ・山[11 典子

苅ー1I1千世))子 -嶋111 恵子

研究hlH左日係月i 立花 聡

<1 J-I 5卜1 t;tJ倣 IlIru 県下

4Hlln 粗lji'&文化財七ンター教務室教務係長に

列任 乾 1，政光

4 J I}II円 、Iq針Ii!!，:員係川 知1i!llJ'恐

5 JI 1日 J.f!、務rlll会計却の1"11[:決μに配i山奥

力111悠}i!夫

6 J-113日 :1i-l':i5Mi!t:H係nJ {よ本羽子

6 rJ15日野l隙 向。旧恵子

7 JI 1 1二| 庶務総庶務却のq"J具に'fl任

柄本女I~I

Jド以'出・湖、9t品1:，;JI，jj!fifll二主任。T究官.，二fl.任

'，';';本長ごJHI・加J依 似

文部妓官係川 1JII藤允彦

711151'1 ;wlj改 新III r.平

8 JI 1日 文部技官係川 列上底夫

8 JI10日俳i隙

8 li 231:1 .irl隙
9 li 1 1'1 ~)'H;Íj Mi!!iJ:t j渓JII

中I四千校子

岩本さよ子

藤本 消

9Hl1日昨Ili'a 畑Ii!lli" .'J.t子

9 Jl20日 本務tili佐封採m 石谷学子

10J11円 旦H版文化財七 ンタ ー研究指i.i);;'fll保存工

'i'/-:研究室長に配l山奥 安JJil 啓示

文部技官採HI

松村 J心司・本'1' 哀

'IQ0MIi!!i:H採JIJ j孫IJIt"，!子

llJ-1 1日 研究Mi佐良係m
Jぶ討~i !f(U，3'・辻 秀人

12rJ281J 肝臓 西]，Jt子

1 )'1 1日 ill造物研究どと長に転任 吉UJ 消

~ Iι以'訂跡発t!ï!iìll，1主f.剖部Ij泣立 I附I~品h耳札~~，jμ1 1訓;

; i任壬 7泊i与i木木:J長毛二f!15

火文;化}パi'火文:!化ヒl財Hイ.!仇似h以:越淵部li辿l!:必造司4物勿訓烈1文{化ヒl財[~' J部澗品問i 

「上: 了J"れ'1山弘主泊.可tにこ l転P佐伝iよd'[: 白，'i'~帯l; ~怨~':オ士

1J 川11げ7口 J針F刊H峨波 J泉i弘4昨干谷千 当迎E子

31月13ωOLl .i'僻Y，n椴依 ョυ11 ーωムー



ユモ良凶立文化財制jtJ9fil市i

W 組織規定

文部省設置法 抜7f.
l削flJWI・lt í l \~íl l ~ 6 り

IIIHli<l3!f6月15r1一郎改H・

第36~ W43条に規定するもののほか.文化，-jユに

次の機関をiEく。

国立文化財研究所(前後目白〉

第41~ 国立文化財研究所は，文化財に関する剥

査研究，資料の作成及びその公表を行う機関と

する。

2 国立文化財研究所の名称及び(，';.1置は，次のと

:おりとする。

4 I亙l立文化財研究所及びその支所の|人以HI組織は

文部省令で定める。

文部省設置法施行規則 fP:稼
日目印2811・1JI 1 311文節省令îIl 2:;' ， 泊JnllllmJ~3 !J'. G)I 15r1 
文部省第20¥}

日日制'1 5 11ユ 01 1 711 文郎í'î令~llPJ' ， 附"[lI<I Rôj;'I JJ I 2 11

文掲li'i令買， 6:;'，

日{ml ~9 1 1 ' 4 )]1111文Biii'i令i1110:}，
DH拘50年 4月 2A文E哲也令r;H3~~' .

B日制5J11・5illOA文節省令第16:;-，
sB削52!J'.4刀181司文節行令!s10!}'，

第51;1 文化庁の附属機関

知4II!Y 国立文化財研究所

第2;;~、 奈良国立文化財研究所

(J9f長〉

お!n23条 奈良国立文化財研究所に，所長を位く。

2 所長はiJrf却を掌泊!する。

(内i司l組織)

t(n24条奈良I:I~立文化財研究所lι庶務i:lL 美術

工芸研究室，建造物研究室及び庇史研究室益び

こ平成宮跡発侃誹n託部及び飛J.!JJf如来宮幼、発侃~I，j

子r:iftlを1丘く。

2 liii項に定めるもののほか，奈良悶立文化財研

究所に，飛鳥資料館及び忠誠文化111センタ ーを

lu~ <。

(i.(!:務部の分課及び事務)

第] 25条庶務部に. 次の二，~~をiU く。

HU諸説!
二 会計課

2 t(!:務課においては， 次の':J~ -坊をつかさどる。

l隊員の人事に|対する事務を処]1JIすること。

- I隊員のtr.¥利厚生にl期する事務を処]1JIするこ

と。

務

す

保

庶

挫

の

他

訓

物

の

給

泣

そ

辿

び

片寸

'

及

川
U

し

仰

の

凶

巡

印

に

る

公

務

係

び

お

に

及

竿

の

や

受

所

所

銭

。

の

の

の

と

所

所

矧

こ

究

先

古

る

研

。

研

文

す

の

と

の

公

開

こ

こ

こ

に

る

ニ

凶

五

全のためのf'fVlIiにl刻すること。

ハ liIj1キ号にtQげるもののほか， 他のJ9f1Jl;に以

しなレ~H・J0を処理すること。

3 会H;¥!llにおいては，次の2Jq0をつかさどる。

予TIーに|対するすれI却を処]1JIすること。

二 経'mえび収入の決ftlその他会計に|民lすゐヲJc

務を処思!すること。

三 行政JH波及び物1111の管理にl民lする'IC務を処

Jlliすること。

凶庁舎及び設uUiのa:lH持，管1mに|対するよ1-;務を

処]1Jlするこ と。

'3i JT舎の取締りに|対すること。

(美術工芸研究室等の;Jq0)

tH127条美術工芸研究室においては，絵l山i.彫

刻，工芸品，:1;跡、その他の有形文化財 (次損及

び第 3JJlに規定するものを除く )，及び工芸絞

術に|刻する訓告.研究を'(-j-I.、，j~びにその紡栄の

公表を行う。

2 建造物研究室においては，.tlU色-物及び伝統的

:ili造物~trにl測する訓査研究を行い， 並びにその

*，，'i;j!の公表を行・う。

3 ltIl v-ゴ'ilf究室におL 、て は， 考古・1えび、~助、_4(~び lこ

tlt:!t資料に凶する~~h;E研究を行い， 5l~びにその

紅i;j~の公表を行う。

(五|ι波宮跡発品I!調査部の六笠及び・IH:指)

ゐi>;128条 玉]z主主宮跡発品1:調査部に，考古第-Jbjk

主， 考古第二訓査室， 考古m三:J:，j :~t室 ， J出将司IJ

宣言:.，引司[IJ修jit調査室及び史料，J，'.J:(t室をi世く。

2 iiii引の名2i{においては，_;Il.以'広跡にl刻し.次

ザiからtH六ザiまでに;どめる!Jqガを処溜!するほか

その発J加を行う九。

3 ヨ考考写号:i古!itl'第3一訓F伐t!安室E主:.r 考考;'，1内1片i!;i第1二;3:，訊淵，司t‘f介『

三J品品訓司I.j凶i貨年，室に to“L、ては，万IJに定めると己ろにより

分]liして，j立物(木簡を除く)の(~~{{1庭山及び

- 70一



;，~Ü I "I ι文化財研究所2t明

~~，l rt，研究J(i.びにこれらの結決の公去を行なう。

4 j立fiVi;側主f.主においては，jft桃の I~~ ;(刊削111えひ

，V/.J.fj研究並びにこれらの給米の公表を1j'なう。

5 訂il!ll修jit調査室においては， j立慌の ~; hJtI]及び

修);U~びにこれらに閲する訓11'研究~l~びにこれ

らの結来の公表を行う。

6 ~料淵-f-l'，去においては. 木間の{呆ー仔位里1\及び

~Î!，l.tt研究~と料のl収集及び;ìJ1，l :Wj}f究~~びに三れ

らの結;'.I~の公表を行う。

W，(~藤原宮跡発1}，1;訓五郊の二五及び'IQ0)

加 1 29 条飛山!悠原宮跡発品li ~~!.JM~~ ，こ抑-;U，'.J:j!t

ぅ;uえび第二訓，1ft.室を lu~ く。

2 おtn一訓訓汎t‘-(什仁己2宰江及びtß二~ð訓訓J品刈1司1主査ü安室ド主)にζι6お Lレ、て lは工， それ

ぞれl燦i悠創喜初j以ヰ以('心.幼跡l及び7飛i応Hμl

のJ泣立跡跡、(If僚事剥刺11版IJj点jI'1ι.幼跡:をl除i徐j余tく)に関し， 次のf守げに

J訪げる !l~務を処理するほか， その発J桁を 1j' う。

- )立 hVi及びjft物のI~Hf・並里11及び調査研究;\Éひ'

にこれらの結果の公表

こニ i出品の引が[11及び修長蛇びにこれらに|測する

山，1N研究故びにこれらの結決の公表

_， 史料の収集及び~ð/.lβ!研究J(i，ひにこれらのがi

民の公表

(Jl~ X，.~資料館，;; )

お'l130糸 11H~資料館においては ， JI~ .r，以也域のItt

~的芯:&及び文化財に閃し， j]1J乏の.flJl仰を泌め

るため，この地域に凶する考古資料， tlt~資料

その他の資料を収集し，保守すして公衆の観覧に

fJl，し， あわせてこれらに関する淵任研究及び事

業を行う。

w応

第 131条飛鳥資料館に，船長凶行、く。

2 fffi長l主， ft1'i務をさ止血する。

(JIH，~資料館の二室及び~l~務)

~n 132 ~長 jl~μ資料館に， I，(!]'主主及び学芸?H' j，泣

く。

2 !(!;務室に.白いては， 斌I.'t資料館の !(U0 ， 会 ~ I

~1;に閲する ・ IH方を処J1Hする。

3 -:''f:-芸家においては，次のJJH'ガをつかさどる。

ー 飛鳥J也Jj主に関する ;~'tî資料， !l世史資料，:ill

ji1~わ ， 絵図 ， 彫刻 ， J)1!1再， 古文:，1干その他のfi

~f:1 の収集， (~~ 'ìj' ，展示 ， .f見'ゲ悦治，Tf点の

作成， ;~!.rrt研究及び解説を1 jうこと。

二 月~J，以也械に闘する lズl iH ， 'l]j'.J;その他の資料

の収集，j在J!ll， I米TI'，)民示， 閲覧及び，~'，l火/j}f

Jeを行う ζ と。

ニ 飛.I，:~資料館の ch;裂に|対する : 1\版物のf~I~ i.l~及

びFIJ行投びに普及宣伝を行うこと。

(年H.i:見文化財 ヒンター)

!:l1133条団脱文化財セ ンターにおいては，次の

事務をつかさどる。

- J1H.i:li.文化財にl測し，ぷi在研究及びそのt占拠

の公表を1i'うこ と。

一 旦11説文化財の訓，Jfj及び保存絵J!l1にl対し，地

ブj公共同体の旦Il政文化財;~'.J:i'1' 1対係l隊員その他

の凶係者に対して， J.lll吋(i':J， 妓術的な研修を

1-iうこと。

三 担11脱文化Mの訓.Jj'Uえひ~I!!'，干d在J)llに開 し，J也

ゴj公共同体の|幾|見lその他閃係の機闘及び卜11H，

~fの求めに此;じ，専門的， 技術的な桁jO及び

以Jバを1-iうこと。

(山政文化財七 ンターのj毛)

約 134~長 J~HiiX文 化1I~セ ンターに長を[斤〈。

2 liijJj.jの長(1，.1::11誠Jえー 化l!~セ ンタ ー の事務を1;::

J}li-，る。

(収版文化Jl1センターの|人H百l組織)

第 135条 J~1l政文化財セソター内に，教~0::U土び

7i!f;，'t:!旨 i!+ m~を i白く 。

(教務室のJ]i:務)

第 136条教務'J;~:においては，研修の実胞に|均す

る事務を処理!するほか，J型政文化l!~七 γターの

I.(!;務に|刻する事務をつかさどる。

(研究街羽ffl~の五室及び 'lQ;指)

第 137 条研究mù+m~に ， 考古訂 l凶研究室，%'，品

j立助、研究室，泌物処思!研究室，at11t!研究室及び

i米作工学研究室をiUく。

- 71一

2 考古Hiilli研究室においては，第 133条千いまに

矧げる~ll:~ガ(他の室のかf'引ιJif:，するものをl徐

く。)をつかさどる。

3 i.l~l{1: j立跡研究主においては ， mi.{l:j立助、に |刻

L， ;:(l133条件号にl1Jげる事務 (j立物処.flJl研究

室及び首I.ll:h::研究室の19fザ:に属するものを|みく 。)

をつかさどる。

<l j~物処理研究室においてはj立物の処.flH に |見

し't第{存03お3条千各干忠号.にj抱匂げる司事下1務方をつカか、さどる。

5 i測l日"則[1別り111此込u研f:J究E五生主に:オIゴ“L、ては，J4担以Ilii:械永:文文文:化i財l財4の測!吐L立tに
|凶対 し ' 員抑ín33~糸i':: '各各弓 iに乙Jωuげる 司布q務防をつカか‘ さどる。

6 I~似k米H介f

に以閃lし， ~'l 1 33 ~1キげにJ包げる 、]l::f主をつかさと

屯J。



職員 ( 1978年 7月 l日 制:)

所属 氏名 官職 所属 氏 名 { 届 職 Hl. 当

，1;1'チト i¥'i足 文 部 役 官所 長 !~f野 久文 部技官部 t正
戸ーーー

，トぬ 1策治 文部事務官 1m 長

ャ一一

'(f川佐太郎 文部事務官謀 長

岩本次郎 文部部事事務務1官Z 課長消 {主
I烹荻原隙雄 文 係長

西徹 文部事務官 人 ~J~ 

!色 相l二 文部事務官 l任 す持

!(!: 
木氏忠雄 文昔~lJqî若宮警務日 1是 平城警備

務 議悶光治 文部事務官事年務只 平城警備

悶悶博光 文部事務官警務貝 響備

街本安臣 文郎事務官 w- 1"1 只 1Jl'城lJ~務

八幡扶桑 文部技官専 門騒日(併任) 写: J'i. 

謙 治中川 か悦よ子子
事務iili!左只 II子 育長

事務補佐只 図{I}資料

中I主 隆 美 lJ~務補佐只 図jIJ資料

町四 1注文 部技官室 長考 古

考iIif{Bl 正日目 文部技官 保存科学
古 菅原正U}I 文部技官 考 古
，筑

金子 総之 文部技官 考 古

宮司
井上布l人 文部技官 考I "i!l 

平"ff_
中村友博 文 節技 'b¥' ~. 古

* 
八 俗 扶 桑 文部技官 ¥'j.1吋総日 :IJ. J'i司

1田 幹雄 文 部技 官専 門Ij.j{H 4日7・ !'! 

佐百証 拠治 文 郁技 'J1i'* 長考・ i5 
f日辺旬;夫 文部技官 考 ti 回

吉Bl !!!:二 文部 tl官 ;J) 古

安 11lna太郎 文部技官 y， i5動戸

li~ j1f.-!lI¥ 文部技官 .lj' 出

村悶恵子 lJ~務制i佐日 I.l!: 育長

トーー 森 郁夫 文部¥t1'i王 室 長.Y;' 古

金塚 ifJ文部事務官諜 t長 関本来三 文部技官 ~. ーi'i
;傍 吉国博次 文部1事務官課長補佐 毛利光俊彦 文部技官 考' iニ回a 

日向参夫 文部事務官課長補佐 小林 鎌一 文部校官 Y，' 古
西国健三 文 部 事 務官経理係長

会冬型f 微文部事務官 主主 思
立木 修 文 部技 官 .lj' 古

大西 量産 文部事務'自 経 理

]jil川西Z子 事務純Il左日 u 理

音問手u子 事務袖・佐只 経 理

藤本きよえ 事務悩{左目 主主 恩

吉 田 博次 文郎事務官 悶度耕民({nlf)

啓 富主主司区
I草本長二郎 文郎 伎 官 室 長主主 築

中村 ~ti古 文部技官 主Il 築

亀井 {申雄 文部技官 ill 4語
消水 J'i.ー 文書sf支官 主主 ~ 

自十新井勝j古 文部事務官 m I~ 
小林雅文 文部事務官 月自3動車運I~転

昔E 中西建夫 文部校官

飯田 {昌男 文部校官 自動il[運転
*図 i近代 事務補佐只 用 J主
藤田博子 l:J~務補佐日 用 J支

縁日高参夫 文部事務官綴i.:({.柑 )
渡辺康史 文部技官 E宅術包・王聖

奥村末俄 文部校-g' 施 ~ 
高木博子 事務純il左只 ~ 設

加 磁 ill夫 文節事務官 JJJ.I")聡口 藤原lJ~務
ー」

策 ~}f 図中 義者t 文部技官当i u: 彫 刻l

工術品' 回

百f崎明tJ.! 文節i技1i' 絵図

星山 f!-也 文部技官 (併 動任〕) 凪5 宮l
守国公夫 日間班員 (非 'i;:; 工芸

芸芸室 尚悶久美子 事務総{主貝 資料~;型

トー

姻発 盆剖2修録制室U'J 

安I~\ 啓示 文吉弘 t主官 室長((it-任) ittl'dl;庭問

問 中 哲 雄 文部 校 官 王 蕊 itt幼:縫聞

光谷妬~ 文郡技官 遺跡:脳間

加lii 允彦 文 部技 官 i立問:巨E凶
本中 真; 文節伎官 itt~彪閲

l'i fI 調査 n (~I 常勤 ) 遺跡正昼間

トー

主2宮主高 附 久

文部技白・室長(!ul般) M 止:
今以降雄 文部技官 M *-
t岩村 宏 文部技官 Ht *-

よ間 重量 iJlli量 I壷文部技官 ((}F {圭) M 証:

トー

力11(;長 {長文 部技官主任研究官 Ht 民:

トー

主E
吉 田 翁 文部校 'Iii'室 長主Il * 中村雅治 文部技官 ((}f f子) 主Il 築

1邑 亀井 {申雄 文部技官(fjt- f壬) ill 築
物 .~本修自 文部技官(fjf 任) ill 築

E昔 回中哲雄 文部技官 ((}f 任) 遺跡縫l姐

ヲE 光谷抗i実 文部技 'o'((}f 任) 遺跡嵯凶

室
1ft，山敏男 制 1f.只{非常勤) ill 築

編図幸子 研究補佐川 資料主主理

栢本安臣 文部事務官 1il!ltlfi(併任) 4' :tii 

主主 木氏 忠雄 文部事務官 ((}t- 1壬} 努 1桁
必凹光if:; 文部事務官ー UJt- 任) 答 {桁

飯凶 IDW 文 部技官(併 任) 自動Jlli!伝
石 田信 子 ll}務補佐只 図治資料

宮本五:代 l~務総jf.主只 図，~，資料

節 1島本 1半子 事務補佐n 'J~ E量
ト一一一 中村美千代 IJt務総if左上i 務

歴
問中 総 文部i妓管 室長(取敏) Ht 史

w:野 治之 文 郎伎官({井 任) Ht 史
史 後村 宏 文部技官((井 任) Ht 史

S汗 岩本圭輔 文郎伎官((井 任) 考 古

究 西口存生 文節校官(併 任) 考; 古

窓
安田徳太郎 文書5校官(f井 任) .lj' 古

堀池 軍手峰 調査只(非常勤) 歴 量:

宍戸雄子 l~務相Ii佐fi 務

t也凶千1'l伎 事務制f主只 'l.'J i'J: 

吉村司郎l技能補佐u (l長 !I.i 
域本きよの 業務補佐日 同2 務

石 川千忠子 冊究補佐日 ノふ、. Iltl 
IfM原ま り ~t 研究総{主只 資料悠理
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所属 氏 名 { 画 職 t!l.当 fiila 氏 名 { 国 聡 担当

工藤圭~ 文音R技 官 部 長

緒熊兼勝 文部技技 官室 長 考 古

然崎 直 文部官 考 古
西口 言等生 文 節技官 考 古

庶 秋本喜子 事務補佐員
事保

務

飛 務
乾 泰雄 技能鋪佐貝

安:1藤本 t宵 ~務補佐貝 望5
J鳥 室 福井敏子 業務総佐貝 庁

トー
刀谷 敏博 文部本務官 事務

井上重夫 文部技官 官事 ;n: 

木下正史 文節筏官室 長 考 古

上野邦一 文締役官 主主 築

千回開進 文部技官 考 古

川越俊ー 文部技官 考 古

資 問中義務 文 部技 官官 室長(併任) 彫刻l
学 星山 晋也 文部技

歴美 術史料 *野治之 文書五銭官
主主

館 大E島潔 文部技官 考 古

室 i掌村広志 文部事務官 図m普及

藤沢 一夫 調査員(非常勤) 考 古
トーー一

細見啓三 文官官伎官室 長 雄 築
田中 稔文部技官センタ一長

甲斐 忠彦孝 文部技官 考 古

土犯 文部技官 考 古

跡 トー
松村忠司 文部技官 考 古

岡本 t青 文文昔部官事事務務官 室 長
乾 敏光 宮教務係長

E基本節子 事務補佐貝 司事 務

発 富童史
鬼頭 清明 文官官技官室 長 歴 史

西弘1穆 文節技官 考 古

山崎信二 文部技官 考 台

事亀 f-ー一
松本 修自 文部技官 建 築

田中 T正文部技官部 長

文研j松沢建生 文部技管室 長考 古

岩本圭締 文部校官 考 古

力日E事態夫
事文技務能部補本補務佐佐1貝貝Z 事Di.t指{併任)

事務

関 石谷幸子 事務

稲垣緋正 自動車遂事E
望月正治 技研官究官補術佐貝 {呆 安

査 谷川 {半子 佐貝 資科E査理
立花 聡 研究究縞鰯佐員 ;1j 古

告Z 辻秀人 研究佐民 考 t・』
広瀬雅信 研究袖H土只 考 古

ft 

究3障研当昆 佐原 真

文都銀 官 室 良考 古

究 小山笠中原敏好彦史
文部技官 考 古

財
文書日投官 (併 任) 考 古

3工 楽普 通 文部官官 t主宮 室 長考 古

セIli
.秋山陰保 文技官 保存科学

内問 銭研究鋪{主民 考 古

トー」ー

坪井消足 文部投官館長(lfjI.級)

封~ r一

倒 木 全敏 歳 文部技 官 室 長田'1 :ill: 
ン 量西村 局E文部技官 考古測量

導
: 岩本正二 文節技官 考古測量

出 伊 東 太 作 文節校官((井 任) 制 iil: 

.偽!if.
縁日節之 文部事務官室 f差
大西 ~ 文郎事務官 ({井 伝)

施本 :1 資 奥村 l 末儀 文部技官併 任)
料 務 米国一二三 警務員 警 倫

' i安原腕 文邸技官室 長遺跡縫図

山本忠尚 文郎技官 考 古
l部

館 室 寺田千餓子 事務補佐員 lp: 務

島田郁子 事務補佐貝 4i- 務

小笠原好彦 文節技官主任研究官 考 古

伊東 太作 文部技官主任研究官 mq 量
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